
北海道におけるケガニの漁場
北海道におけるけがに漁業

・漁法は けがにかご
（一部刺し網）

・甲長８㎝以上の雄のみ漁獲

・近年の全道漁獲量は２千ン前後
そのうち半分以上をオホ－ツク海で漁獲

・許容漁獲量（北海道版TAC）を設定し管理
北海道ではケガニとベニズワイガニの
一部だけ

「北海道の漁業図鑑」
（北海道水産業改良普及職員協議会）
から引用

・許容漁獲量
ケガニの許容漁獲量は，調査結果から水試が提示し

たＡＢＣを元に，行政と現地協議会の間で社会的経済的
な条件を勘案して毎年決定される。

・ＡＢＣ（Ａｌｌｏｗａｂｌｅ Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｃａｔｃｈ）「生物学的許容漁獲量」
生物的、非生物的環境条件のもとで持続的に達成でき

る最大の漁獲量（最大持続生産量）を目指そうとする場合
に生物学的に最も推奨できる漁獲量。

・ＴＡＣ（Total Allowable Catch） 「漁獲可能量」
資源管理のため，対象資源の漁獲できる総量を定めた

もの。日本ではスケトウダラ・サンマなど７魚種がＴＡＣ
を設定し，資源管理を行っている。ＴＡＣは基本的に国が
設定する。

けがにかご

オホーツク海におけるケガニ資源管理の流れ

＊イメージ画像です。

毎年，年に１回調査（密度調査と
呼ばれる）を行い，その結果元に
翌年のＡＢＣを決定する。

調査はケガニの生息域をほぼ
網羅した海域内で，かにかごを
使って行われる。

調査で使うかにかごは，通常の
漁業で使うかごより網の小さい
物を使う。これは，小型のかにも
同時に捕獲し，数年先の
資源状態を考えるため。

オホーツク海におけるケガニ資源密度調査の
調査点（全部で１１６点）図

①密度調査

下図①

下図②

水試の役割：
密度調査結果を元にＡＢＣを求め，現地・行政に説明を行う

②調査結果による資源量指数の推定

密度調査による甲長７㎝以上雄の資源量指数の経年変化
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